
                              

 
 
 
 

平成 16 年度 

 
 
保健福祉局予算要求方針 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



－ 目 次 － 
 
１ 平成 16 年度保健福祉局予算要求総括表     １ 

  【一般会計】 

  【特別会計】 

２ 16 年度予算要求にあたっての基本的考え方   ３ 

３ 予算要求の重点事項       ５ 

   健やかに暮らせる共生の街さっぽろ 

   ゆたかな心と創造性あふれる人を育む街さっぽろ 

   その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 1

１ 平成 16 年度保健福祉局予算要求総括表 

 

 【一般会計】 

 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 15年度 

予 算 額 

Ａ 

平成 16年度 

要 求 額 

Ｂ 

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ

総務部 
８４，７９７

(２２，３９０)

９２，３１１

(２４，０５６)

７，５１４ 

 （１，６６６） 

８．９％

 （７．４％）

保健福祉部 
３５，５８３

(２０，８３７)

４１，０４４

(２３，４９６)

５，４６１ 

 （２，６５９） 

１５．３％

（１２．８％）

児童家庭部 
３８，８７９

(１５，９６４)

４０，６５７

(１６，７３５)

１，７７８ 

   （７７１） 

４．６％

 （４．８％）

健康衛生部 
２２，５１１

(１２，１２８)

２２，０５３

(１２，１５７)

▲４５８ 

    （２９） 

▲２．０％

 （０．２％）

衛生研究所 
２６６

(１２１)

２４８

(１１９)

▲１８ 

    （▲２） 

▲６．８％

（▲１．７％）

高等看護学院 
９９

(８４)

９７

(８３)

▲２ 

    （▲１） 

▲２．０％

（▲１．２％）

合  計 
１８２，１３５

(７１，５２４)

１９６，４１０

(７６，６４６)

１４，２７５ 

 （５，１２２） 

７．８％

 （７．２％）

 ※派遣職員に係る人件費を含まない 
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 【特別会計】 
（単位：百万円） 

区 分 

平成 15年度 

予 算 額 

Ａ 

平成 16年度 

要 求 額 

Ｂ 

増▲減額 

Ｂ－Ａ 

増減率 

（Ｂ－Ａ）／Ａ

母子寡婦福祉資

金貸付会計 

２７６ ２６８ ▲８ 

      

▲２．９％

 

国民健康保険会

計 
１６０，９３１ １６９，２２３ ８，２９２ ５．２％

老人医療会計 １７２，１８３ １７７，８９０ ５，７０７ ３．３％

介護保険会計 ７２，９５１ ７８，５９２ ５，６４１ ７．７％

  

  

合  計 ４０６，３４１ ４２５，９７３ １９，６３２ ４．８％
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２ 16 年度予算要求にあたっての基本的考え方 

少子化が進展する中，地域での様々な交流や支援の中で，安心して子

どもを生み，心身ともに健やかに育てることが重要であることから，平

成 16年度にオープンする札幌市子育て支援総合センターを核とした子育

て支援体制の充実を図るとともに，地域における子どもの健やかな成長

を支援する。特に，保育所の待機児童の解消は，本市の優先課題の一つ

であることから，保育所の新築や定員拡充を図るなど，待機児童の解消

のための環境整備を図る。 

また，高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域で自立した生活をお

くることができ，安心して快適に暮らせるまちを目指し，市民，事業者，

行政が一体となった取組みを一層進める必要がある。特に，平成 15年 4

月からスタートした支援費制度をより定着させ利用しやすい制度とする

ため，制度の拡充を図るほか，強度行動障がいのある自閉症者及びその

家族を支援するための施設の建設に着手する。また，市民の誰もが安心

して暮らすことができるように，公共施設のバリアフリー化を進める。 

日本の平均寿命や健康寿命は，世界でも最高水準にあるが，生活様式

が変化し，人口の急速な高齢化が進む中で，生活習慣病が増加するなど

疾病構造が変化してきている。健康は，市民一人ひとりが自らの健康に

高い関心を持って，主体的に生活習慣の改善や体力の増進を図る必要が

あることから，健康づくりの場や機会の充実を図る。また，夜間急病セ

ンターの移転オープンにあわせて，救急医療体制の拡充を図り，市民が

安心して暮らせる質の高い医療を確保する。 
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 １ 少子化対策の推進  

 

 

 

 

 

 

２ 地域での高齢者・障がい者の自立支援の促進  

 

 

 

 

 

 3 地域での健康づくりの推進  

 

 

 

 

 4 市民が安心できる地域医療体制の確保  

 

 

 

○ 仕事や社会的な活動を続けながら子どもを育てられるよう，就労形態や家

族形態，ライフスタイルなどに応じた保育サービスや子育て支援サービスを

利用できる環境づくりを進める。 
 
○ 子育てを地域で支えあう意識の醸成を図り，世代を超えたネットワークの

形成や子育て家庭の交流を促進する。 

○ 高齢者や障がいのある人が住み慣れた地域で，自分らしく暮らしつづける

ことができるよう，各種福祉サービスの充実を図る。 
 
○ 全ての市民が，年齢や障がいの有無，身体的差異にかかわらず，安全かつ

快適に活動できるまちづくりに向けて，公共的施設のバリアフリー化を一層

すすめる。 

○ 市民一人ひとりが健康で，活力ある社会を実現するため，生涯にわたる健

康づくりについて市民の理解を広めるとともに，市民が自主的な健康づくり

に取り組めるよう，健康づくりの場や機会の充実を図る。 

○ 救急医療に対する需要が増大し，質の向上が求められる中で，市民がいつ

でも安心して暮らせるよう，適切な救急医療体制の整備を図る。 



 

 5

３ 予算要求の重点事項 

 

 

   少子・高齢化の急速な進展，社会構造や疾病構造などの環境変化に対

応するため，子育て支援体制の充実を図り，また，高齢者や障がいのあ

る人に対する自立支援や自ら健康づくりに取り組むことを支援するな

ど，地域の中でふれあい，支え合って暮らせる地域づくりを推進する。 

 

 

 

 

 

ア 福祉のまち推進センター補助（総務部）       ８１百万円 

地域住民の支え合いによる福祉活動を推進するため，「区福祉のまち推

進センター」（区単位に設置），「地区福祉のまち推進センター」（概ね連

合町内会単位に設置）の活動に関して事業費の補助を行う。 

 

 

 

 

 
ア 私立保育所新築費補助事業（児童家庭部） ３７１百万円【重点，新規】 

保育所待機児童対策の一環として，保育所の新築に必要な施設整備費

及び設備整備費の一部を本市が補助する。（２か所，２１０人増）  

イ 私立保育所改築費補助事業（児童家庭部） ８３３百万円【重点，新規】 

保育所待機児童対策の一環として，保育所の増改築に必要な施設整備

費及び設備整備費の一部を本市が補助する。（５か所，１５０人増）  

 健やかに暮らせる共生の街さっぽろ 

１ 魅力あふれる地域づくりの推進 

                   ８１百万円（７９百万円） 
注：（ ）内は 15 年度予算額

２ 少子化対策の推進 

             ２，７０７百万円（１，８９１百万円） 
注：（ ）内は 15 年度予算額
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ウ 認可保育所移行促進事業（児童家庭部）   ２５百万円 

本市認可基準を満たす施設について，認可保育所の運営に必要な備品

購入費等を対象として５００万円を上限に設備整備費の補助を行う。（５

施設）   

エ 子育て支援総合センター運営管理（児童家庭部）３３百万円【重点，新規】 

札幌市の子育ち・子育て支援の拠点施設として新たに開設し，事業運

営を行なう。 

オ 子育て支援活動促進事業費（児童家庭部）    ８百万円【重点，新規】 

「子育てサロン」を全小学校区単位に拡大することを目的として，地

域のボランティア団体等が親子の交流の場を主催する場合に遊具等を提

供する。   

カ 少子化対策普及啓発事業（児童家庭部）     ３百万円 

少子化対策に関する講演会等を開催することで，日ごろ子育てに関わ

ることの少ない世代の市民に，少子化問題を見つめる機会を提供する。   

キ 延長保育事業費補助（児童家庭部） ８５１百万円【レベルアップ】 

保護者の就労形態の多様化，通勤時間の増加等に伴う需要に応えるた

め，保育時間の延長を実施し，仕事と育児の両立支援，子どもの育児環

境の整備を行う。（１２１か所→１３５か所） 

ク 一時保育事業費補助（児童家庭部） ７５百万円【レベルアップ】 

保護者の短時間就労，傷病，冠婚葬祭等の際，通常の保育所では対象

にならない児童に対し，一時的に保育サービスを行なう。（４２か所→５

１か所） 

ケ ミニ児童会館整備事業（児童家庭部） ５０百万円【レベルアップ】 

児童の放課後における健全育成を図るため，小学校の余裕教室等を活

用したミニ児童会館を新たに５館整備する。 

コ 小児慢性特定疾患治療研究事業（健康衛生部） 
４５８百万円【レベルアップ】 

次世代育成支援の観点から，国において小児慢性特定疾患事業を見直

すとともに在宅療養児の支援事業が法制度化（児童福祉法）されること

から，新制度に合わせた事業の強化を図る。 
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ア 障がい者による政策提言サポーター制度運営事業（保健福祉部） 

                          １百万円【新規】    

障がいのある方をサポーターとして委嘱し，懇談会の開催や意見交換，

政策提言などを行い，障がいのある方の意見を市政に反映させる。 

イ 支援費制度の改善・充実（保健福祉部） 
                  ２，５８０百万円【重点，レベルアップ】    

平成 15 年度から開始された支援費制度について，①全身性重度障がい

者に対する介護体制の充実，②障がい児に対する移動介護の対象年齢拡

大など事業の改善・充実を図る。 

ウ 在宅介護支援センター運営事業（保健福祉部） 
                    ６３２百万円【レベルアップ】 

食の自立支援事業実施に伴うアセスメントの実施，すこやか倶楽部の

充実などにより介護予防事業の推進を図る。      

エ 精神科救急医療システム運営事業（保健福祉部） 
                     ２０百万円【レベルアップ】    

平日夜間及び休日における精神障がい者の救急医療を円滑に推進する

とともに，医療等に関する相談体制を確立するため，精神科救急情報セ

ンターを新設し充実を図る。 

オ  （仮称）札幌市視聴覚障害者情報文化センター整備（保健福祉部） 
９９２百万円【重点，新規】 

視覚障がい者・聴覚障がい者に対し，点字出版物・字幕入りビデオカ

セットの製作・貸出しなどの情報提供を行う施設を整備する。 

カ 自閉症者専門施設整備（保健福祉部）   ８４６百万円【重点，新規】 

自閉症者及びその家族を支援するため，入所更生施設，デイサービス

センター及び自閉症・発達障害センターを整備する。 

キ 福祉のまちづくり環境整備事業（保健福祉部） 
                   ７５１百万円【レベルアップ】 

障がいのある方や高齢の方など，誰もが安心して快適に暮らせるまち

づくりを進めるため，地下鉄駅にエレベーター等を設置する（設計２駅，

工事４駅）。 

３ 地域での高齢者・障がい者の自立支援の促進 

             ６，０３１百万円（２，９４４百万円） 
注：（ ）内は 15 年度予算額
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ク 地域福祉権利擁護事業（総務部）  ３４百万円【レベルアップ】 

判断能力が不十分な痴呆性高齢者，知的障がい者，精神障がい者の在

宅生活を支援するため，福祉サービスの利用援助や日常的な金銭管理を

行う地域福祉権利擁護事業（市社会福祉協議会補助事業）について，相

談・契約件数増加に対応するため，体制の充実を図る。  

ケ 福祉除雪事業（総務部）              ８９百万円 

冬期間，高齢者や障がい者世帯の日常生活に欠かすことのできない玄

関先から間口に至る通路を地域の協力員の方々が除雪するとともに，声

かけや安否確認を行う。 

コ 南保健センターエレベーター設置（健康衛生部）８６百万円【重点，新規】 

１０区の保健センターのうち唯一エレベーターが設置されていない南

保健センターにエレベーターを設置する。  

 
 
 

 

ア ヘルシーコミュニティ促進事業（健康衛生部） 
１４百万円【レベルアップ】 

自主的で継続的な健康づくりを促進することを目的とする自主活動グ

ループへの助成と育成支援。１６年度は自主活動グループのネットワー

クづくりと助成対象グループ数の拡大を行う。 

イ 「健康さっぽろ２１」推進事業（健康衛生部）１５百万円【新規】 

「健康さっぽろ２１」の推進に当たり，市民の自主的・継続的な健康

づくり活動を支援するとともに，企業・職域連携体制の基盤整備を促進

するための各種事業展開を行う。 

ウ 歯周疾患検診事業（健康衛生部）            ９百万円 

歯周疾患の予防・早期発見のために実施する検診事業。問診及び歯周

組織検査を市内の歯科医療機関で実施する。   

エ すこやか健診（健康衛生部）          １，６７３百万円 

生活習慣病の早期発見により市民の健康保持に資するため，４０歳以

上の方を対象に低額な自己負担で年１回健診を受けられることとしてい

る。 

オ がん検診（健康衛生部）            １，２５９百万円 
がんの早期発見に資するため，一定要件を満たす市民を対象に低額な

負担により検診を受けられることとしている。 

４ 地域での健康づくりの促進 

             ２，９７０百万円（２，６６１百万円） 
注：（ ）内は 15 年度予算額
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ア 子どもの権利推進事業（児童家庭部）１３百万円【重点，レベルアップ】 

札幌の未来を担う子ども一人ひとりの権利を守り育むため，子どもの

権利条約について広く市民議論を高めながら「子どもの権利条例」の制

定に取り組む。 
イ さっぽろ夢大陸「大志塾」（仮称）事業（児童家庭部） １百万円 

骨太でたくましい子どもたちを育成するための調査事業として，子ど

もたちが自主性・創造性を身につけるための様々な支援プログラムを実

施する。 

ウ シンガポール少年交流事業（児童家庭部）      ２百万円 

アジア地域との交流を推進するとともに，国際的視野の広い少年少女

の育成を目的として実施する。 

エ ノボシビルスク少年交流事業（児童家庭部）     ３百万円 

姉妹都市交流の一環として，相互理解と友好親善を深め，国際的視野

の広い少年少女の育成を図ることを目的として実施する。 

 
 
  

 
 
 

 
ア ホームレス自立支援事業（総務部）     １１百万円【新規】 

ホームレスの自立を支援するため，総合街頭相談，救護施設就労支援

入所及び専門相談員の配置を行う。 

 ゆたかな心と創造性あふれる人を育む街さっぽろ 

 その他 

１ 自立した市民に育てる教育の推進 

                   １９百万円（ ７百万円） 
注：（ ）内は 15 年度予算額

３ その他 

               １，６７２百万円（８２６百万円） 
注：（ ）内は 15 年度予算額
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イ 新夜間急病センター運営事業（健康衛生部）８４０百万円 

【重点，レベルアップ】 

本市の初期救急医療の拠点として拡充整備する新夜間急病センターの

運営費。 

ウ 救急医療体制拡充事業（健康衛生部）３０６百万円【重点，レベルアップ】 

小児救急や第２次救急医療体制の充実強化等により，より効果的で質

の高い救急医療体制を構築する。 

エ 新保健所運営事業（健康衛生部） ４９７百万円【重点，レベルアップ】 

新たな保健所への移転及び旧保健所施設の解体。 

オ 第２斎場建設事業（健康衛生部）          ９百万円 

１８年度からの供用開始を予定している第２斎場の管理運営に関する

モニタリングマニュアルを作成する。 

カ 里塚斎場大規模改修調査検討事業（健康衛生部）９百万円【新規】 

平成１６年度で築２０年を迎える里塚斎場の老朽化した設備等の大規

模改修を今後行うため，改修方法や改修後の施設運営のあり方を調査す

る。 
 
 


